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1 はじめに
監視システムでは高精度な人体イメージングが望まれ

る. 近年, UWBドップラーレーダ干渉計法により, 歩行
する単一人体のイメージングが実現されている [1]. しか
し, 同手法では複数の人体が歩行している時, 信号間の
干渉により正しくイメージングすることができない場合
が存在する. 本稿では, UWBドップラーレーダと複数
アレイによる高自由度を用いたアダプティブアレイ処理
を併用した手法を用い, 同問題の解決を図る.

2 システムモデル
本稿では, モーションキャプチャにより得られた単一

歩行人体のデータから, 118点の散乱点を有する歩行人
体モデルを生成する. 次に, これらの散乱点から, 数値計
算により受信信号を得る. なお, 送信信号の中心周波数
は 60.5 GHz, レンジ分解能は 12 cmとする. パルス繰
り返し周期は 0.457 ms, 観測時間を 1.87 秒間とする.

従来手法では, 4.56 mm 間隔で L字型に 3つのアンテ
ナを配置し, 各アンテナの受信信号を得る. 各アンテナ
での受信信号をフーリエ変換し, 各周波数成分のアンテ
ナ間位相差により各目標の到来方向推定を行う.

これに対し, 提案手法では 4.56 mm 間隔で送信は垂
直 2素子,受信は水平 4素子のアレイを配置し, 各アン
テナの受信信号を得る. フーリエ変換後の受信信号の各
周波数成分に対しCapon法を適用することで, 空間領域
での受信信号分離と到来方向推定を行う.

3 シミュレーションによる評価
本稿では, 二人の歩行人体モデルが並列して歩行して

いる場合を仮定する. まず, 図 1に xz平面における実際
の散乱点軌道を示す. 次に, 図 2は従来手法及び提案手
法によるイメージング結果である. 従来手法では 2人の
人体を分離できていないが, 提案手法では２人の人体を
分離してイメージングできている. また, 実際の散乱点
軌道とのRMS誤差は, 従来手法が 7.5 cmであるのに対
し, 提案手法は 4.4 cmとなり推定精度が向上している.
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図 1 真の散乱点配置
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図 2 従来手法の推定像 (左)と提案手法の推定像 (右)
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